
(57)【要約】

【課題】

　ユーザーにとって必要なコンテンツが不用意に削除さ

れる危険性を軽減しつつ、容易に記記録媒体の空き領域

を確保できるようにする。

【解決手段】

　コンテンツの属性および前記コンテンツに対して加え

られた操作を示すコンテンツ管理情報に基づいて、ＨＤ

Ｄ１０３に記録されているコンテンツが所定の条件を満

たすかどうかが判断部１０８によって判断される。条件

を満たすコンテンツがコンテンツ圧縮処理部１１０のよ

って圧縮されていない場合には、コンテンツ圧縮処理部

１１０によって圧縮され、圧縮されている場合にはコン

テンツ削除処理部１０９によって削除される。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 記 録 媒 体 に 対 し て 複 数 の コ ン テ ン ツ の 記 録 再 生 動 作 を 行 う 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 コ ン テ ン ツ の 属 性 、 １ つ の コ ン テ ン ツ 全 体 に 対 し て 加 え ら れ た 操 作 、 お よ び １ つ の コ ン
テ ン ツ の 一 部 分 に 対 し て 加 え ら れ た 操 作 を 示 す コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 コ ン
テ ン ツ が 所 定 の コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 す る か ど う か を 判 断 す る 管 理 条 件 判 断 手 段 と 、
　 前 記 管 理 条 件 判 断 手 段 に よ っ て 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 す る と 判 断 さ れ た コ ン テ
ン ツ 全 体 ま た は コ ン テ ン ツ の 一 部 分 に 対 し て 、 圧 縮 を 行 う こ と に よ っ て 前 記 記 録 媒 体 の 記
録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う 記 録 領 域 確 保 手 段 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 記 録 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 手 段 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 し た コ ン テ ン ツ が 前 記 記 録 領
域 確 保 手 段 に よ っ て 既 に 圧 縮 さ れ て い る 場 合 に は 、 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 し た コ
ン テ ン ツ 全 体 ま た は 一 部 分 を 削 除 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 記 録 再 生 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 記 録 媒 体 に 対 し て 複 数 の コ ン テ ン ツ の 記 録 再 生 動 作 を 行 う 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 コ ン テ ン ツ の 属 性 、 １ つ の コ ン テ ン ツ 全 体 に 対 し て 加 え ら れ た 操 作 、 お よ び １ つ の コ ン
テ ン ツ の 一 部 分 に 対 し て 加 え ら れ た 操 作 を 示 す コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 コ ン
テ ン ツ が 所 定 の コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 す る か ど う か を 判 断 す る 管 理 条 件 判 断 手 段 と 、
　 前 記 管 理 条 件 判 断 手 段 に よ っ て 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 す る と 判 断 さ れ た コ ン テ
ン ツ ま た は コ ン テ ン ツ の 一 部 分 に 対 し て 、 他 の 記 録 媒 体 へ 移 動 す る こ と に よ っ て 前 記 記 録
媒 体 の 記 録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う 記 録 領 域 確 保 手 段 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 記 録 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち の 何 れ か １ 項 の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 管 理 条 件 判 断 手 段 は 、 前 記 記 録 媒 体 に お け る コ ン テ ン ツ を 記 録 す る 領 域 の 空 き 容 量
が 所 定 の 容 量 を 下 回 っ た 場 合 に 、 前 記 判 断 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て る こ と を 特 徴 と す る 記
録 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち の 何 れ か １ 項 の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 さ ら に 、 前 記 記 録 媒 体 に お け る コ ン テ ン ツ を 記 録 す る 領 域 の 空 き 容 量 が 所 定 の 容 量 を 上
回 っ た 場 合 に 、 所 定 の 条 件 を 満 た す 圧 縮 済 み の コ ン テ ン ツ を 圧 縮 前 の 状 態 に 戻 す コ ン テ ン
ツ 解 凍 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 記 録 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち の 何 れ か １ 項 の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ が 他 の 記 録 媒 体 に 複 製 さ れ た か ど う か を 示
す 情 報 を 含 む も の で あ り 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 手 段 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ が 他 の 記 録 媒 体 に 複 製 さ れ て い る 場 合 に は 、
複 製 元 の コ ン テ ン ツ に 対 し 、 前 記 記 録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 記 録 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち の 何 れ か １ 項 の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ の 最 新 再 生 日 時 を 示 す 情 報 を 含 む も の で あ
り 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 手 段 は 、 前 記 最 新 再 生 日 時 か ら 所 定 の 期 間 が 経 過 し て い る コ ン テ ン ツ
に 対 し 、 前 記 記 録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 記 録 再 生
装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
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　 請 求 項 ７ の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 最 新 再 生 日 時 を 示 す 情 報 は 、 所 定 の 時 間 以 上 再 生 さ れ た 場 合 に 更 新 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 記 録 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち の 何 れ か １ 項 の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 が コ ン テ ン ツ の 一 部 か 全 体 か 、 コ ン テ ン
ツ の 一 部 が 再 生 さ れ た 場 合 に お い て 再 生 さ れ た 一 部 の 再 生 日 時 、 一 部 が 再 生 さ れ た 場 合 に
お い て 再 生 さ れ た 区 間 、 お よ び コ ン テ ン ツ の 一 部 が 再 生 さ れ た 場 合 に お い て 何 回 に 分 け て
コ ン テ ン ツ が 再 生 さ れ た か を 示 す 情 報 を 含 む も の で あ り 、
　 前 記 管 理 条 件 判 断 手 段 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ に 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 す る 部 分 が
あ る か ど う か を 判 断 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 手 段 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ の 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 し た 部 分 に
対 し て 、 前 記 記 録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 記 録 再 生
装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち の 何 れ か １ 項 の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ の 何 れ の 部 分 に 対 し 、 早 見 再 生 が 行 わ れ た
か を 示 す 情 報 を 含 む も の で あ り 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 手 段 は 、 早 見 再 生 が 行 わ れ た 部 分 に 対 し て 、 前 記 記 録 領 域 の 確 保 処 理
を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 記 録 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち の 何 れ か １ 項 の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ の 何 れ の 部 分 に 対 し 、 何 回 の 早 見 再 生 が 行
わ れ た か を 示 す 情 報 を 含 む も の で あ り 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 手 段 は 、 所 定 の 回 数 以 上 の 早 見 再 生 が 行 わ れ た 部 分 に 対 し て 、 前 記 記
録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 記 録 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ １ の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 コ ン テ ン ツ の 何 れ の 部 分 が コ ン テ ン ツ の 本 編 で あ る か が 識
別 で き る 情 報 を 含 む も の で あ り 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 手 段 は 、 早 見 再 生 さ れ た 部 分 が 前 記 コ ン テ ン ツ の 本 編 以 外 の 部 分 で あ
る 場 合 に は 、 そ の 部 分 が 早 見 再 生 さ れ た 回 数 に 係 わ ら ず 、 そ の 部 分 に 対 し て 、 前 記 記 録 領
域 の 確 保 処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 記 録 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち の 何 れ か １ 項 の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 手 段 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ の 他 の 記 録 媒 体 へ の 複 製 が 指 示 さ れ た 際 に 、
複 製 の 指 示 が 複 製 元 の コ ン テ ン ツ と 同 一 の 画 像 フ ォ ー マ ッ ト 、 か つ 同 一 の ビ ッ ト レ ー ト で
の 複 製 を 行 う 指 示 の 場 合 に は 、 複 製 の 指 示 に 係 わ ら ず 前 記 コ ン テ ン ツ を 前 記 他 の 記 録 媒 体
に 移 動 さ せ 、 複 製 元 と は 異 な る 画 像 フ ォ ー マ ッ ト 、 ま た は 複 製 元 よ り も 低 い ビ ッ ト レ ー ト
で の 複 製 を 行 う 指 示 の 場 合 に は 、 指 示 通 り に 前 記 コ ン テ ン ツ を 複 製 す る よ う に 構 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 記 録 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て い る コ ン テ ン ツ の 管 理 方 法 で あ っ て 、
　 コ ン テ ン ツ の 属 性 、 １ つ の コ ン テ ン ツ 全 体 に 対 し て 加 え ら れ た 操 作 、 お よ び １ つ の コ ン
テ ン ツ の 一 部 分 に 対 し て 加 え ら れ た 操 作 を 示 す コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 コ ン
テ ン ツ が 所 定 の コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 す る か ど う か を 判 断 す る 管 理 条 件 判 断 ス テ ッ プ
と 、
　 前 記 管 理 条 件 判 断 ス テ ッ プ に よ っ て 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 す る と 判 断 さ れ た コ
ン テ ン ツ 全 体 ま た は コ ン テ ン ツ の 一 部 分 に 対 し て 、 圧 縮 を 行 う こ と に よ っ て 前 記 記 録 媒 体
の 記 録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う 記 録 領 域 確 保 ス テ ッ プ と 、
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　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ４ の コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 ス テ ッ プ は 、 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 し た コ ン テ ン ツ が 前 記 記
録 領 域 確 保 ス テ ッ プ に よ っ て 既 に 圧 縮 さ れ て い る 場 合 に は 、 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満
足 し た コ ン テ ン ツ 全 体 ま た は 一 部 分 を 削 除 す る こ と を 特 徴 と す る コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 記 録 媒 体 に 対 し て 複 数 の コ ン テ ン ツ の 記 録 再 生 動 作 を 行 う コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 で あ っ て
、
　 コ ン テ ン ツ の 属 性 、 １ つ の コ ン テ ン ツ 全 体 に 対 し て 加 え ら れ た 操 作 、 お よ び １ つ の コ ン
テ ン ツ の 一 部 分 に 対 し て 加 え ら れ た 操 作 を 示 す コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 コ ン
テ ン ツ が 所 定 の コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 す る か ど う か を 判 断 す る 管 理 条 件 判 断 ス テ ッ プ
と 、
　 前 記 管 理 条 件 判 断 ス テ ッ プ に よ っ て 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 す る と 判 断 さ れ た コ
ン テ ン ツ ま た は コ ン テ ン ツ の 一 部 分 に 対 し て 、 他 の 記 録 媒 体 へ 移 動 す る こ と に よ っ て 前 記
記 録 媒 体 の 記 録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う 記 録 領 域 確 保 ス テ ッ プ と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ４ か ら 請 求 項 １ ６ の う ち の 何 れ か １ 項 の コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 管 理 条 件 判 断 ス テ ッ プ は 、 前 記 記 録 媒 体 に お け る コ ン テ ン ツ を 記 録 す る 領 域 の 空 き
容 量 が 所 定 の 容 量 を 下 回 っ た 場 合 に 、 前 記 判 断 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て る こ と を 特 徴 と す
る コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ４ か ら 請 求 項 １ ６ の う ち の 何 れ か １ 項 の コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 で あ っ て 、
　 さ ら に 、 前 記 記 録 媒 体 に お け る コ ン テ ン ツ を 記 録 す る 領 域 の 空 き 容 量 が 所 定 の 容 量 を 上
回 っ た 場 合 に 、 所 定 の 条 件 を 満 た す 圧 縮 済 み の コ ン テ ン ツ を 圧 縮 前 の 状 態 に 戻 す コ ン テ ン
ツ 解 凍 ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ ４ か ら 請 求 項 １ ６ の う ち の 何 れ か １ 項 の コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ が 他 の 記 録 媒 体 に 複 製 さ れ た か ど う か を 示
す 情 報 を 含 む も の で あ り 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 ス テ ッ プ は 、 前 記 コ ン テ ン ツ が 他 の 記 録 媒 体 に 複 製 さ れ て い る 場 合 に
は 、 複 製 元 の コ ン テ ン ツ に 対 し 、 前 記 記 録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る コ ン テ
ン ツ 管 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ４ か ら 請 求 項 １ ６ の う ち の 何 れ か １ 項 の コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ の 最 新 再 生 日 時 を 示 す 情 報 を 含 む も の で あ
り 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 ス テ ッ プ は 、 前 記 最 新 再 生 日 時 か ら 所 定 の 期 間 が 経 過 し て い る コ ン テ
ン ツ に 対 し 、 前 記 記 録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 ２ ０ の コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 最 新 再 生 日 時 を 示 す 情 報 は 、 所 定 の 時 間 以 上 再 生 さ れ た 場 合 に 更 新 さ れ る こ と を 特
徴 と す る コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 １ ４ か ら 請 求 項 １ ６ の う ち の 何 れ か １ 項 の コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 が コ ン テ ン ツ の 一 部 か 全 体 か 、 コ ン テ ン
ツ の 一 部 が 再 生 さ れ た 場 合 に お い て 再 生 さ れ た 一 部 の 再 生 日 時 、 一 部 が 再 生 さ れ た 場 合 に
お い て 再 生 さ れ た 区 間 、 お よ び コ ン テ ン ツ の 一 部 が 再 生 さ れ た 場 合 に お い て 何 回 に 分 け て
コ ン テ ン ツ が 再 生 さ れ た か を 示 す 情 報 を 含 む も の で あ り 、
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　 前 記 管 理 条 件 判 断 ス テ ッ プ は 、 前 記 コ ン テ ン ツ に 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 す る 部
分 が あ る か ど う か を 判 断 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 ス テ ッ プ は 、 前 記 コ ン テ ン ツ の 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 し た 部
分 に 対 し て 、 前 記 記 録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 請 求 項 １ ４ か ら 請 求 項 １ ６ の う ち の 何 れ か １ 項 の コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ の 何 れ の 部 分 に 対 し 、 早 見 再 生 が 行 わ れ た
か を 示 す 情 報 を 含 む も の で あ り 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 ス テ ッ プ は 、 早 見 再 生 が 行 わ れ た 部 分 に 対 し て 、 前 記 記 録 領 域 の 確 保
処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 請 求 項 １ ４ か ら 請 求 項 １ ６ の う ち の 何 れ か １ 項 の コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ の 何 れ の 部 分 に 対 し 、 何 回 の 早 見 再 生 が 行
わ れ た か を 示 す 情 報 を 含 む も の で あ り 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 ス テ ッ プ は 、 所 定 の 回 数 以 上 の 早 見 再 生 が 行 わ れ た 部 分 に 対 し て 、 前
記 記 録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 請 求 項 ２ ４ の コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 コ ン テ ン ツ の 何 れ の 部 分 が コ ン テ ン ツ の 本 編 で あ る か が 識
別 で き る 情 報 を 含 む も の で あ り 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 ス テ ッ プ は 、 早 見 再 生 さ れ た 部 分 が 前 記 コ ン テ ン ツ の 本 編 以 外 の 部 分
で あ る 場 合 に は 、 そ の 部 分 が 早 見 再 生 さ れ た 回 数 に 係 わ ら ず 、 そ の 部 分 に 対 し て 、 前 記 記
録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 請 求 項 １ ４ か ら 請 求 項 １ ６ の う ち の 何 れ か １ 項 の コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 ス テ ッ プ は 、 前 記 コ ン テ ン ツ の 他 の 記 録 媒 体 へ の 複 製 が 指 示 さ れ た 際
に 、 複 製 の 指 示 が 複 製 元 の コ ン テ ン ツ と 同 一 の 画 像 フ ォ ー マ ッ ト 、 か つ 同 一 の ビ ッ ト レ ー
ト で の 複 製 を 行 う 指 示 の 場 合 に は 、 複 製 の 指 示 に 係 わ ら ず 前 記 コ ン テ ン ツ を 前 記 他 の 記 録
媒 体 に 移 動 さ せ 、 複 製 元 と は 異 な る 画 像 フ ォ ー マ ッ ト 、 ま た は 複 製 元 よ り も 低 い ビ ッ ト レ
ー ト で の 複 製 を 行 う 指 示 の 場 合 に は 、 指 示 通 り に 前 記 コ ン テ ン ツ を 複 製 す る こ と を 特 徴 と
す る コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク や 書 き 換 え 型 光 デ ィ ス ク 等 の 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て い る コ ン
テ ン ツ の 保 存 の 要 否 を 管 理 す る 記 録 再 生 装 置 、 お よ び コ ン テ ン ツ の 保 存 の 要 否 を 管 理 す る
コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 映 像 デ ー タ 、 オ ー デ ィ オ デ ー タ な ど を 記 録 再 生 す る Ａ Ｖ 機 器 と し て 、 磁 気 テ ー プ
や 光 デ ィ ス ク 、 メ モ リ カ ー ド の 記 録 媒 体 だ け で な く 、 大 容 量 の ハ ー ド デ ィ ス ク を 備 え た 記
録 再 生 装 置 の 開 発 が さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 に Ｄ Ｖ Ｄ レ コ ー ダ ー 機 器 を 例 に 挙 げ る と 、 そ れ ら 記 録 再 生 装 置 に は 、 大 容 量 ハ ー ド デ
ィ ス ク を 備 え 、 多 く の コ ン テ ン ツ （ 番 組 デ ー タ ） を 大 容 量 ハ ー ド デ ィ ス ク に 蓄 積 す る こ と
が 可 能 と な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 従 来 の よ う に 磁 気 テ ー プ や 光 デ ィ ス ク な ど の 記 録 媒 体
を 幾 つ も 用 意 す る 必 要 が な く な る た め 、 ユ ー ザ ー に と っ て 録 画 や 録 画 し た コ ン テ ン ツ の 管
理 な ど に お い て 、 大 き な 利 便 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し そ の 反 面 、 ハ ー ド デ ィ ス ク の 容 量 が 大 き く な る に つ れ 、 ユ ー ザ ー が 大 容 量 ハ ー ド
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デ ィ ス ク 内 の 全 記 録 番 組 デ ー タ の 内 容 を 把 握 す る こ と は 困 難 と な っ て い る （ 例 え ば 数 百 Ｇ
Ｂ の 容 量 に 数 百 時 間 の 録 画 可 能 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 大 容 量 ハ ー ド デ ィ ス ク に 記 録 さ れ て い る 全 番 組 デ ー タ を 把 握 で き な い こ と か ら 、
不 要 な コ ン テ ン ツ が ハ ー ド デ ィ ス ク 内 に 蓄 積 さ れ て い る こ と も 考 え ら れ る 。 し た が っ て 、
ハ ー ド デ ィ ス ク 容 量 が 一 杯 に な っ た 際 に は 、 録 画 さ れ た 莫 大 な 番 組 デ ー タ の 中 か ら 不 要 な
番 組 デ ー タ を ユ ー ザ ー が 選 択 し て 削 除 す る 必 要 が あ り 、 ユ ー ザ ー に と っ て 大 き な 負 担 と な
っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 従 来 の 記 録 再 生 装 置 に は 、 例 え ば 番 組 デ ー タ が 古 い 、 ま た は 番 組 デ ー タ の 再 生
回 数 が 多 い と い っ た 条 件 を 満 た す コ ン テ ン ツ を 自 動 的 に 削 除 す る こ と に よ っ て 、 ユ ー ザ ー
の 利 便 性 の 向 上 を 図 る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ を 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ８ ３ ５ ０ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の よ う に 、 番 組 デ ー タ が 古 い と い う 理 由 や 番 組 デ ー タ の 再 生 回 数 が
多 い と い う 理 由 だ け で コ ン テ ン ツ を 削 除 す る の で は 、 ユ ー ザ ー に と っ て 必 要 な コ ン テ ン ツ
ま で も が 削 除 さ れ て し ま う 可 能 性 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 の 問 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ り 、 ユ ー ザ ー に と っ て 必 要 な コ ン テ
ン ツ が 不 用 意 に 削 除 さ れ る 危 険 性 を 軽 減 し つ つ 、 容 易 に 記 記 録 媒 体 の 空 き 領 域 の 確 保 が 可
能 な 記 録 再 生 装 置 や コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、
　 記 録 媒 体 に 対 し て 複 数 の コ ン テ ン ツ の 記 録 再 生 動 作 を 行 う 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 コ ン テ ン ツ の 属 性 、 １ つ の コ ン テ ン ツ 全 体 に 対 し て 加 え ら れ た 操 作 、 お よ び １ つ の コ ン
テ ン ツ の 一 部 分 に 対 し て 加 え ら れ た 操 作 を 示 す コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 コ ン
テ ン ツ が 所 定 の コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 す る か ど う か を 判 断 す る 管 理 条 件 判 断 手 段 と 、
　 前 記 管 理 条 件 判 断 手 段 に よ っ て 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 す る と 判 断 さ れ た コ ン テ
ン ツ 全 体 ま た は コ ン テ ン ツ の 一 部 分 に 対 し て 、 圧 縮 を 行 う こ と に よ っ て 前 記 記 録 媒 体 の 記
録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う 記 録 領 域 確 保 手 段 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 コ ン テ ン ツ に 対 し て 行 わ れ た 操 作 に 基 づ い て 、 コ ン テ ン ツ の 圧 縮 が 行 わ れ
て 、 記 録 媒 体 の 空 き 容 量 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 手 段 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 し た コ ン テ ン ツ が 前 記 記 録 領
域 確 保 手 段 に よ っ て 既 に 圧 縮 さ れ て い る 場 合 に は 、 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 し た コ
ン テ ン ツ 全 体 ま た は 一 部 分 を 削 除 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 し た コ ン テ ン ツ は 、 ま ず 圧 縮 さ れ る の で 、 ユ ー
ザ ー に と っ て 必 要 な 番 組 デ ー タ が 不 用 意 に 削 除 さ れ て し ま う 危 険 性 を 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、
　 記 録 媒 体 に 対 し て 複 数 の コ ン テ ン ツ の 記 録 再 生 動 作 を 行 う 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 コ ン テ ン ツ の 属 性 、 １ つ の コ ン テ ン ツ 全 体 に 対 し て 加 え ら れ た 操 作 、 お よ び １ つ の コ ン
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テ ン ツ の 一 部 分 に 対 し て 加 え ら れ た 操 作 を 示 す コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 コ ン
テ ン ツ が 所 定 の コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 す る か ど う か を 判 断 す る 管 理 条 件 判 断 手 段 と 、
　 前 記 管 理 条 件 判 断 手 段 に よ っ て 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 す る と 判 断 さ れ た コ ン テ
ン ツ ま た は コ ン テ ン ツ の 一 部 分 に 対 し て 、 他 の 記 録 媒 体 へ 移 動 す る こ と に よ っ て 前 記 記 録
媒 体 の 記 録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う 記 録 領 域 確 保 手 段 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 コ ン テ ン ツ に 対 し て 行 わ れ た 操 作 に 基 づ い て 、 コ ン テ ン ツ の 移 動 が 行 わ れ
て 、 記 録 媒 体 の 空 き 容 量 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち の 何 れ か １ 項 の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 管 理 条 件 判 断 手 段 は 、 前 記 記 録 媒 体 に お け る コ ン テ ン ツ を 記 録 す る 領 域 の 空 き 容 量
が 所 定 の 容 量 を 下 回 っ た 場 合 に 、 前 記 判 断 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 記 録 媒 体 の 空 き 容 量 に 応 じ て 、 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 す る か ど う か が
判 断 さ れ 、 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 し た コ ン テ ン ツ に 対 し て コ ン テ ン ツ の 圧 縮 や 移 動 が
行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち の 何 れ か １ 項 の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 さ ら に 、 前 記 記 録 媒 体 に お け る コ ン テ ン ツ を 記 録 す る 領 域 の 空 き 容 量 が 所 定 の 容 量 を 上
回 っ た 場 合 に 、 所 定 の 条 件 を 満 た す 圧 縮 済 み の コ ン テ ン ツ を 圧 縮 前 の 状 態 に 戻 す コ ン テ ン
ツ 解 凍 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 記 録 媒 体 の 空 き 容 量 に 応 じ て 、 可 能 な 限 り 多 く の コ ン テ ン ツ が 直 ち に 再 生
可 能 な 状 態 で 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち の 何 れ か １ 項 の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ が 他 の 記 録 媒 体 に 複 製 さ れ た か ど う か を 示
す 情 報 を 含 む も の で あ り 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 手 段 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ が 他 の 記 録 媒 体 に 複 製 さ れ て い る 場 合 に は 、
複 製 元 の コ ン テ ン ツ に 対 し 、 前 記 記 録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 コ ン テ ン ツ が 他 の 記 録 媒 体 に 複 製 さ れ た 場 合 に 、 複 製 元 の コ ン テ ン ツ に 対
し 、 コ ン テ ン ツ の 圧 縮 や 移 動 が 行 わ れ る の で 、 ユ ー ザ ー に と っ て 必 要 な 番 組 デ ー タ が 削 除
さ れ て し ま う 危 険 性 を 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち の 何 れ か １ 項 の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ の 最 新 再 生 日 時 を 示 す 情 報 を 含 む も の で あ
り 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 手 段 は 、 前 記 最 新 再 生 日 時 か ら 所 定 の 期 間 が 経 過 し て い る コ ン テ ン ツ
に 対 し 、 前 記 記 録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ８ の 発 明 は 、
　 請 求 項 ７ の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 最 新 再 生 日 時 を 示 す 情 報 は 、 所 定 の 時 間 以 上 再 生 さ れ た 場 合 に 更 新 さ れ る こ と を 特
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徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ ら に よ り 、 最 新 再 生 日 時 か ら の 経 過 時 間 に 応 じ て 、 コ ン テ ン ツ の 圧 縮 や 移 動 が 行 わ
れ 、 記 録 媒 体 の 空 き 容 量 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ９ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち の 何 れ か １ 項 の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 が コ ン テ ン ツ の 一 部 か 全 体 か 、 コ ン テ ン
ツ の 一 部 が 再 生 さ れ た 場 合 に お い て 再 生 さ れ た 一 部 の 再 生 日 時 、 一 部 が 再 生 さ れ た 場 合 に
お い て 再 生 さ れ た 区 間 、 お よ び コ ン テ ン ツ の 一 部 が 再 生 さ れ た 場 合 に お い て 何 回 に 分 け て
コ ン テ ン ツ が 再 生 さ れ た か を 示 す 情 報 を 含 む も の で あ り 、
　 前 記 管 理 条 件 判 断 手 段 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ に 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 す る 部 分 が
あ る か ど う か を 判 断 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 手 段 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ の 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 条 件 を 満 足 し た 部 分 に
対 し て 、 前 記 記 録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 コ ン テ ン ツ の 一 部 分 が 所 定 の 条 件 を 満 た し て い る か ど う か に 応 じ て 、 コ ン
テ ン ツ の 圧 縮 や 移 動 が 行 わ れ 、 記 録 媒 体 の 空 き 容 量 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ０ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち の 何 れ か １ 項 の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ の 何 れ の 部 分 に 対 し 、 早 見 再 生 が 行 わ れ た
か を 示 す 情 報 を 含 む も の で あ り 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 手 段 は 、 早 見 再 生 が 行 わ れ た 部 分 に 対 し て 、 前 記 記 録 領 域 の 確 保 処 理
を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 早 見 再 生 が 行 わ れ た 区 間 に 対 し て 、 コ ン テ ン ツ の 圧 縮 や 移 動 が 行 わ れ 、 記
録 媒 体 の 空 き 容 量 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ １ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち の 何 れ か １ 項 の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ の 何 れ の 部 分 に 対 し 、 何 回 の 早 見 再 生 が 行
わ れ た か を 示 す 情 報 を 含 む も の で あ り 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 手 段 は 、 所 定 の 回 数 以 上 の 早 見 再 生 が 行 わ れ た 部 分 に 対 し て 、 前 記 記
録 領 域 の 確 保 処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 所 定 の 回 数 以 上 の 早 見 再 生 が 行 わ れ た 区 間 に 対 し て 、 コ ン テ ン ツ の 圧 縮 や
移 動 が 行 わ れ 、 記 録 媒 体 の 空 き 容 量 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ２ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ １ の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ 管 理 情 報 は 、 コ ン テ ン ツ の 何 れ の 部 分 が コ ン テ ン ツ の 本 編 で あ る か が 識
別 で き る 情 報 を 含 む も の で あ り 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 手 段 は 、 早 見 再 生 さ れ た 部 分 が 前 記 コ ン テ ン ツ の 本 編 以 外 の 部 分 で あ
る 場 合 に は 、 そ の 部 分 が 早 見 再 生 さ れ た 回 数 に 係 わ ら ず 、 そ の 部 分 に 対 し て 、 前 記 記 録 領
域 の 確 保 処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ に よ り 、 コ ン テ ン ツ の 早 見 再 生 の 回 数 や 、 早 見 再 生 さ れ た 部 分 が コ ン テ ン ツ の 本 編
で あ る か ど う か に 応 じ て 、 コ ン テ ン ツ の 圧 縮 や 移 動 が 行 わ れ て 、 記 録 媒 体 の 空 き 容 量 が 確
保 さ れ る の で 、 ユ ー ザ ー に と っ て 必 要 な 番 組 デ ー タ が 削 除 さ れ て し ま う 危 険 性 を 軽 減 で き
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る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ３ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち の 何 れ か １ 項 の 記 録 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 記 録 領 域 確 保 手 段 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ の 他 の 記 録 媒 体 へ の 複 製 が 指 示 さ れ た 際 に 、
複 製 の 指 示 が 複 製 元 の コ ン テ ン ツ と 同 一 の 画 像 フ ォ ー マ ッ ト 、 か つ 同 一 の ビ ッ ト レ ー ト で
の 複 製 を 行 う 指 示 の 場 合 に は 、 複 製 の 指 示 に 係 わ ら ず 前 記 コ ン テ ン ツ を 前 記 他 の 記 録 媒 体
に 移 動 さ せ 、 複 製 元 と は 異 な る 画 像 フ ォ ー マ ッ ト 、 ま た は 複 製 元 よ り も 低 い ビ ッ ト レ ー ト
で の 複 製 を 行 う 指 示 の 場 合 に は 、 指 示 通 り に 前 記 コ ン テ ン ツ を 複 製 す る よ う に 構 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 コ ン テ ン ツ が 同 一 フ ォ ー マ ッ ト 、 か つ 同 一 ビ ッ ト レ ー ト で 他 の 記 録 媒 体 に
ダ ビ ン グ さ れ る 場 合 に 、 コ ン テ ン ツ の 圧 縮 や 移 動 が 行 わ れ て 、 記 録 媒 体 の 空 き 容 量 が 確 保
さ れ る の で 、 ユ ー ザ ー に と っ て 必 要 な 番 組 デ ー タ が 削 除 さ れ て し ま う 危 険 性 を 軽 減 で き る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ ー に と っ て 必 要 な コ ン テ ン ツ が 不 用 意 に 削 除 さ れ る 危 険 性 を 軽
減 し つ つ 、 容 易 に 記 記 録 媒 体 の 空 き 領 域 の 確 保 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 と し て 、 ハ ー ド デ ィ ス ク や 書 き 換 え 型 Ｄ Ｖ Ｄ （ Ｄ Ｖ Ｄ ± Ｒ 、 Ｄ
Ｖ Ｄ ± Ｒ Ｗ 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ ） に 記 録 さ れ て い る コ ン テ ン ツ の 保 存 の 要 否 を 判 断 し て 、 コ
ン テ ン ツ 管 理 を 行 う 記 録 再 生 装 置 の 例 を 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 記 録 再 生 装 置 １ ０ ０ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 同 図 に 示 す よ う に 、 記 録 再 生 装 置 １ ０ ０ は 、 ア ン テ ナ １ ０ １ 、 チ ュ ー ナ ー １ ０ ２ 、 Ｈ Ｄ
Ｄ １ ０ ３ 、 記 録 部 １ ０ ４ 、 再 生 部 １ ０ ５ 、 ダ ビ ン グ 部 １ ０ ６ 、 閾 値 格 納 部 １ ０ ７ 、 判 断 部
１ ０ ８ 、 コ ン テ ン ツ 削 除 処 理 部 １ ０ ９ 、 コ ン テ ン ツ 圧 縮 処 理 部 １ １ ０ 、 コ ン テ ン ツ 移 動 処
理 部 １ １ １ 、 コ ン テ ン ツ 解 凍 処 理 部 １ １ ２ 、 お よ び 管 理 情 報 更 新 部 １ １ ３ を 備 え て 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ア ン テ ナ １ ０ １ は 、 放 送 局 か ら の 電 波 を 受 信 し 、 そ の 電 波 に 基 づ い た 信 号 を チ ュ ー ナ ー
１ ０ ２ に 出 力 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 チ ュ ー ナ ー １ ０ ２ は 、 ア ン テ ナ １ ０ １ か ら の 信 号 を 記 録 媒 体 に 記 録 可 能 な 形 式 に 変 換 す
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ （ Ｈ ａ ｒ ｄ 　 Ｄ ｉ ｓ ｋ 　 Ｄ ｒ ｉ ｖ ｅ ） な ど の
記 録 媒 体 で あ っ て 、 放 送 デ ー タ な ど の 複 数 の コ ン テ ン ツ 、 お よ び 格 納 さ れ た 各 コ ン テ ン ツ
に つ い て の 管 理 情 報 （ 後 述 ） が 記 録 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 管 理 情 報 は 、 コ ン テ ン ツ が 記 録 さ れ た 日 時 や コ ン テ ン ツ の ジ ャ ン ル 等 の コ ン テ ン ツ の 属
性 情 報 と 、 コ ン テ ン ツ が い つ 再 生 さ れ た か 等 の コ ン テ ン ツ に 対 し て 行 わ れ た 操 作 を 示 す 情
報 と を 含 ん だ 情 報 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 表 １ に Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ に 記 録 さ れ て い る コ ン テ ン ツ の 一 例 と そ の コ ン テ ン ツ に つ い て の 管
理 情 報 の 一 例 と を 示 す 。 表 １ は 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ に 映 画 番 組 の Ａ １ と Ａ ２ 、 音 楽 番 組 の Ｂ １
と Ｂ ２ 、 お よ び ニ ュ ー ス 番 組 の Ｃ １ と Ｃ ２ が 記 録 さ れ て い る こ と を 示 し て い る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 記 録 部 １ ０ ４ は 、 チ ュ ー ナ ー １ ０ ２ か ら 出 力 さ れ た コ ン テ ン ツ 、 お よ び コ ン テ ン ツ に つ
い て の 管 理 情 報 を Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ に 記 録 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
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　 再 生 部 １ ０ ５ は 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ に 記 録 さ れ て い る コ ン テ ン ツ 、 お よ び 書 き 換 え 型 Ｄ Ｖ Ｄ
２ ０ ０ に 記 録 さ れ て い る コ ン テ ン ツ を 復 号 化 し て 出 力 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ダ ビ ン グ 部 １ ０ ６ は 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ と 書 き 換 え 型 Ｄ Ｖ Ｄ ２ ０ ０ と の 間 の コ ン テ ン ツ の コ
ピ ー を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 ダ ビ ン グ 部 １ ０ ６ は 、 コ ピ ー フ リ ー の コ ン テ ン ツ を コ ピ ー の 対 象 と し て い る 。 コ
ピ ー 制 限 （ コ ピ ー ワ ン ス 、 ノ ー モ ア コ ピ ー ） が あ る コ ン テ ン ツ の 場 合 に は 、 コ ピ ー で な く
ム ー ブ （ 移 動 ） に よ り コ ン テ ン ツ の ダ ビ ン グ が 実 現 さ れ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 閾 値 格 納 部 １ ０ ７ は 、 コ ン テ ン ツ の 圧 縮 や 削 除 の 要 否 等 を 判 断 す る た め に 用 い る 閾 値 を
格 納 す る よ う に な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 次 の ５ つ の 閾 値 （ 閾 値 １ ～ 閾 値 ５ ） が 格 納 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 閾 値 １ は 、 コ ン テ ン ツ の 圧 縮 ま た は 削 除 を 行 う か ど う か の 判 断 基 準 と な る 記 録 媒 体 の 空
き 容 量 （ 下 限 値 ） を 示 す 閾 値 で あ る 。 閾 値 ２ は 、 圧 縮 し た コ ン テ ン ツ を 元 に 戻 す か ど う か
の 判 断 基 準 と な る 記 録 媒 体 の 空 き 容 量 （ 下 限 値 ） を 示 す 閾 値 で あ る 。 閾 値 ３ は 、 コ ン テ ン
ツ を 保 存 す る 有 効 期 限 を 示 す 閾 値 で あ る 。 閾 値 ４ は 、 管 理 情 報 に 含 ま れ る 最 新 鑑 賞 日 時 を
更 新 す る た め に 必 要 な コ ン テ ン ツ の 最 低 再 生 時 間 を 示 す 閾 値 で あ る 。 閾 値 ５ は 、 早 見 再 生
を 行 っ た 合 計 回 数 か ら コ ン テ ン ツ の 要 否 を 判 断 す る た め の 閾 値 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 上 記 の 閾 値 １ ～ ３ 、 お よ び 閾 値 ５ は 、 判 断 部 １ ０ ８ で 使 用 さ れ 、 閾 値 ４ は 管 理 情 報 更 新
部 １ １ ３ で 使 用 さ れ る 。 な お 、 各 閾 値 は 、 デ フ ォ ル ト 設 定 値 を 装 置 の 起 動 の 際 等 に 設 定 す
る よ う に し て も よ い し 、 ま た は ユ ー ザ ー が 設 定 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 判 断 部 １ ０ ８ は 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ お よ び 書 き 換 え 型 Ｄ Ｖ Ｄ ２ ０ ０ に 記 録 さ れ て い る 管 理 情
報 と 閾 値 格 納 部 １ ０ ７ に 格 納 さ れ て い る 閾 値 と を 用 い て 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ 等 に 記 録 さ れ て い
る コ ン テ ン ツ 、 ま た は コ ン テ ン ツ の 一 部 分 が 、 後 述 す る 条 件 （ １ ） ～ （ ４ ） の う ち の 何 れ
か を 満 た す か 否 か を 判 断 し 、 条 件 を 満 た し て い る コ ン テ ン ツ 、 ま た は コ ン テ ン ツ 内 で 条 件
を 満 た し て い る 部 分 が 圧 縮 さ れ て い る 場 合 に は 、 コ ン テ ン ツ 削 除 処 理 部 １ ０ ９ に 対 し て そ
の コ ン テ ン ツ 、 ま た は コ ン テ ン ツ 内 で 条 件 を 満 た し て い る 部 分 の 削 除 を 指 示 し 、 圧 縮 さ れ
て い な い 場 合 に は 、 コ ン テ ン ツ 圧 縮 処 理 部 １ １ ０ に 対 し て コ ン テ ン ツ 、 ま た は コ ン テ ン ツ
内 で 条 件 を 満 た し て い る 部 分 の 圧 縮 を 指 示 す る よ う に な っ て い る 。 条 件 （ １ ） ～ （ ４ ） を
以 下 に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 条 件 （ １ ） 空 き 領 域 の 確 保 を し よ う と し て い る 記 録 媒 体 以 外 の 記 録 媒 体 に コ ン テ ン ツ が
複 製 （ ダ ビ ン グ ） さ れ て い る 場 合 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 条 件 （ ２ ） 前 記 コ ン テ ン ツ の 最 新 鑑 賞 日 時 か ら 所 定 の 有 効 期 間 （ 閾 値 ３ ） を 経 過 し た 場
合 。 た だ し 、 一 部 分 し か 再 生 さ れ て い な い コ ン テ ン ツ は 、 削 除 を し な い よ う に す る 。 こ れ
は 、 ユ ー ザ が コ ン テ ン ツ 全 て を 一 度 に 鑑 賞 す る 場 合 と コ ン テ ン ツ を 一 部 ず つ 複 数 回 に 分 け
て 鑑 賞 す る 場 合 と が あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 条 件 （ ３ ） コ ン テ ン ツ の 本 編 以 外 （ 例 え ば Ｃ Ｍ ） の 部 分 が 早 見 再 生 さ れ た 場 合 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 条 件 （ ４ ） コ ン テ ン ツ の 本 編 が 早 見 再 生 さ れ た 回 数 が 所 定 回 数 （ 閾 値 ５ ） よ り も 多 い 場
合 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 判 断 部 １ ０ ８ は 、 コ ン テ ン ツ が 同 一 フ ォ ー マ ッ ト 、 か つ 同 一 ビ ッ ト レ ー ト で ダ ビ
ン グ さ れ る 場 合 に は 、 コ ン テ ン ツ 移 動 処 理 部 １ １ １ に 対 し て 、 コ ン テ ン ツ の 移 動 を 指 示 し
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、 フ ォ ー マ ッ ト お よ び ビ ッ ト レ ー ト の 少 な く と も 何 れ か が 異 な っ て い る 場 合 に は 、 ダ ビ ン
グ 部 １ ０ ６ に コ ン テ ン ツ の 複 製 を 指 示 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 判 断 部 １ ０ ８ は 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ が 十 分 な 空 き 容 量 を 有 し て い る 場 合 （ 具 体 的 に は
空 き 容 量 が 閾 値 ２ を 上 回 っ て い る 場 合 ） に 、 圧 縮 し た コ ン テ ン ツ の う ち 、 所 定 の 条 件 を 満
た す も の を 解 凍 し て 圧 縮 前 の 状 態 に 戻 す よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 コ ン テ ン ツ 削 除 処 理 部 １ ０ ９ は 、 判 断 部 １ ０ ８ に 指 示 さ れ た コ ン テ ン ツ を Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３
か ら か ら 削 除 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 コ ン テ ン ツ 圧 縮 処 理 部 １ １ ０ は 、 判 断 部 １ ０ ８ に 指 示 さ れ た コ ン テ ン ツ を 圧 縮 す る よ う
に な っ て い る 。 圧 縮 方 法 は 、 例 え ば パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 等 で 多 く 用 い ら れ る ｚ ｉ ｐ 等
の 圧 縮 方 法 や ビ ッ ト レ ー ト を 下 げ て 再 エ ン コ ー ド し 保 存 し 直 す 方 法 や 高 圧 縮 率 の フ ォ ー マ
ッ ト へ の 変 換 等 の 方 法 が 挙 げ ら れ る が 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ の 空 き 容 量 の 確 保 が 可 能 で あ れ ば こ
の 例 に は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 コ ン テ ン ツ 移 動 処 理 部 １ １ １ は 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ と 書 き 換 え 型 Ｄ Ｖ Ｄ ２ ０ ０ と の 間 で コ ン
テ ン ツ の 移 動 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 コ ン テ ン ツ 解 凍 処 理 部 １ １ ２ は 、 判 断 部 １ ０ ８ に 指 示 に 応 じ て 、 コ ン テ ン ツ 圧 縮 処 理 部
１ １ ０ に よ っ て 圧 縮 さ れ た コ ン テ ン ツ を 解 凍 し て 圧 縮 前 の 状 態 に 戻 す よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 管 理 情 報 更 新 部 １ １ ３ は 、 コ ン テ ン ツ の 録 画 、 削 除 、 再 生 、 お よ び ダ ビ ン グ の う ち の 何
れ か が 行 わ れ た 場 合 に 、 管 理 情 報 を 更 新 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 詳 し く は 、 管 理 情 報 更 新 部 １ １ ３ は 、 通 常 の 再 生 速 度 で コ ン テ ン ツ が 再 生 さ れ た 場 合 に
は 、 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 す 処 理 を 行 っ て 、 前 記 管 理 情 報 を 更 新 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま ず 、 管 理 情 報 更 新 部 １ １ ３ は 、 コ ン テ ン ツ が 閾 値 ４ で 示 さ れ る 時 間 よ り 長 く 再 生 さ れ
た か ど う か を 確 認 す る （ ス テ ッ プ Ｆ ２ ０ １ ） 。 こ れ は 、 例 え ば ユ ー ザ が コ ン テ ン ツ の 内 容
を 確 認 す る た め に 、 先 頭 部 分 だ け 再 生 し た 場 合 に 、 そ の 操 作 を コ ン テ ン ツ の 鑑 賞 と し て 扱
わ な い よ う に す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 再 生 さ れ た 時 間 が 閾 値 ４ で 示 さ れ る 時 間 よ り も 長 い 場 合 に は 、 そ の コ ン テ ン ツ の 一 部 分
が 再 生 さ れ た の か 全 体 が 再 生 さ れ た の か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｆ ２ ０ ２ ） 。 コ ン テ ン ツ の
全 体 が 再 生 さ れ た 場 合 に は そ の コ ン テ ン ツ に 対 応 し た 管 理 情 報 （ 再 生 回 数 ） を 更 新 す る （
ス テ ッ プ Ｆ ２ ０ ６ ～ ス テ ッ プ Ｆ ２ ０ ８ ） 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 一 方 、 そ の コ ン テ ン ツ の 一 部 分 が 再 生 さ れ た 場 合 に は 、 そ の 部 分 が 再 生 さ れ た 日 時 、 再
生 さ れ た 区 間 に 基 づ い て 、 そ の コ ン テ ン ツ に 対 応 し た 管 理 情 報 （ 再 生 さ れ た 区 間 の 情 報 、
お よ び そ の 区 間 の 再 生 回 数 ） を 更 新 す る （ ス テ ッ プ Ｆ ２ ０ ３ ～ ス テ ッ プ Ｆ ２ ０ ５ ） 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 コ ン テ ン ツ の 早 見 再 生 が 行 わ れ た 場 合 に は 、 管 理 情 報 更 新 部 １ １ ３ は 、 図 ３ の フ
ロ ー チ ャ ー ト に 示 す 処 理 を 行 っ て 、 前 記 管 理 情 報 を 更 新 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 が 開 始 さ れ る と 、 管 理 情 報 更 新 部 １ １ ３ は 、 ま ず 、 そ の
コ ン テ ン ツ が 早 見 再 生 さ れ た か ど う か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｆ ３ ０ １ ） 。 次 に 、 早 見 再 生
さ れ た 区 間 が 既 に 早 見 再 生 さ れ た こ と が あ る 区 間 か ど う か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｆ ３ ０ ２
） 。 そ し て 、 そ の 区 間 が 既 に 早 見 再 生 さ れ た こ と が あ る 区 間 で あ れ ば 、 そ の 区 間 に つ い て
の 再 生 回 数 を 更 新 し （ ス テ ッ プ Ｆ ３ ０ ３ ） 、 そ の 区 間 に つ い て の 情 報 を 更 新 す る （ ス テ ッ

10

20

30

40

50

(12) JP 2006-286060 A 2006.10.19



プ Ｆ ３ ０ ４ ） 。 ま た 、 初 め て 早 見 再 生 さ れ た 区 間 の 場 合 に は 、 そ の 区 間 の 情 報 を 新 た に 記
録 す る （ ス テ ッ プ Ｆ ３ ０ ４ ） 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 コ ン テ ン ツ が ダ ビ ン グ さ れ た 場 合 に も 、 前 記 管 理 情 報 を 更 新 す る （ 図 ４ の フ ロ ー
チ ャ ー ト を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 書 き 換 え 型 Ｄ Ｖ Ｄ ２ ０ ０ は 、 例 え ば Ｄ Ｖ Ｄ ± Ｒ 、 Ｄ Ｖ Ｄ ± Ｒ Ｗ 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ な ど の
書 き 換 え が 可 能 な 記 録 媒 体 で あ っ て 、 放 送 デ ー タ な ど の 複 数 の コ ン テ ン ツ 、 お よ び 前 記 管
理 情 報 が 記 録 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ス ピ ー カ ３ ０ １ は 、 再 生 部 １ ０ ５ に よ り 復 号 化 さ れ た コ ン テ ン ツ に 含 ま れ て い る 音 声 信
号 を 出 力 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 デ ィ ス プ レ イ ３ ０ ２ は 、 再 生 部 １ ０ ５ に よ り 復 号 化 さ れ た コ ン テ ン ツ に 含 ま れ て い る 映
像 信 号 を 出 力 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 記 録 再 生 装 置 １ ０ ０ の 動 作 を 例 え ば 表 １ に 示 す コ ン テ ン ツ が Ｈ
Ｄ Ｄ １ ０ ３ に 格 納 さ れ て い る 場 合 を 例 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 記 録 再 生 装 置 １ ０ ０ の 電 源 が Ｏ Ｎ に さ れ る と 、 閾 値 １ ～ 閾 値 ５ が 閾 値 格 納 部 １ ０ ７ に 設
定 さ れ る （ 図 ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ユ ー ザ が 録 画 な ど を 指 示 し た 際 に 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ の 空 き 容 量 が 閾 値 １ を 下 回 っ た 場 合 に
は 、 判 断 部 １ ０ ８ は 、 前 記 条 件 （ １ ） に 基 づ い て 、 コ ン テ ン ツ の 削 除 等 を 指 示 す る 。 具 体
的 に は 、 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 す 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま ず 、 判 断 部 １ ０ ８ は 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ の 空 き 容 量 が 閾 値 １ を 下 回 っ た か ど う か を 判 断 す
る （ ス テ ッ プ Ｆ ６ ０ １ ） 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 空 き 容 量 が 閾 値 １ を 下 回 っ た 場 合 に は 、 コ ン テ ン ツ が Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ 以 外 の 記 録 媒 体 に ダ
ビ ン グ （ 外 部 保 存 ） さ れ て い る か ど う か を 前 記 管 理 情 報 を 用 い て 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｆ ６
０ ２ ） 。 コ ン テ ン ツ が ダ ビ ン グ さ れ て い る 場 合 に は 、 そ の コ ン テ ン ツ が 圧 縮 さ れ て い る か
ど う か を 判 断 し （ ス テ ッ プ Ｆ ６ ０ ３ ） 、 圧 縮 さ れ て い る 場 合 に は 、 コ ン テ ン ツ 削 除 処 理 部
１ ０ ９ に よ っ て そ の コ ン テ ン ツ が 削 除 さ れ （ ス テ ッ プ Ｆ ６ ０ ４ ） 、 圧 縮 さ れ て い な い 場 合
に は 、 コ ン テ ン ツ 圧 縮 処 理 部 １ １ ０ に よ っ て 圧 縮 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｆ ６ ０ ５ ） 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 表 １ の 例 で は 、 Ａ １ の 映 画 番 組 は 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ 以 外 の 記 録 媒 体 に ダ ビ ン グ （ 外 部 保 存
） さ れ て い る の で 、 判 断 部 １ ０ ８ は 、 Ａ １ が 圧 縮 さ れ て い る か ど う か を 判 断 し 、 Ａ １ が 圧
縮 さ れ て い る 場 合 に は Ａ １ の 削 除 を コ ン テ ン ツ 削 除 処 理 部 １ ０ ９ に 指 示 し 、 Ａ １ が 圧 縮 さ
れ て い な い 場 合 に は Ａ １ の 圧 縮 を コ ン テ ン ツ 圧 縮 処 理 部 １ １ ０ に 指 示 す る 。 こ れ に よ り 、
Ａ ２ の 映 画 番 組 は 、 Ａ １ よ り も 最 新 鑑 賞 日 時 が 古 い が 、 外 部 保 存 さ れ て い な い こ と よ り Ｈ
Ｄ Ｄ １ ０ ３ に 残 り 、 ユ ー ザ ー が 再 度 鑑 賞 す る 機 会 が あ っ た 際 に 、 不 用 意 に 削 除 さ れ て い る
こ と は な い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 判 断 部 １ ０ ８ は 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ の 空 き 容 量 が 閾 値 １ を 下 回 っ た 場 合 に は 、 さ ら に
前 記 条 件 （ ２ ） に 基 づ い て 、 コ ン テ ン ツ の 削 除 等 を 指 示 す る 。 具 体 的 に は 、 図 ７ の フ ロ ー
チ ャ ー ト に 示 す 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま ず 、 判 断 部 １ ０ ８ は 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ の 空 き 容 量 が 閾 値 １ を 下 回 っ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｆ
７ ０ １ ） に は 、 コ ン テ ン ツ の 最 新 鑑 賞 日 時 か ら 有 効 期 限 の 閾 値 ３ （ 例 え ば 、 ６ ヶ 月 ） を 経
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過 し て い る か ど う か を 前 記 管 理 情 報 か ら 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｆ ７ ０ ２ ） 。 コ ン テ ン ツ の 最
新 鑑 賞 日 時 か ら 有 効 期 限 （ 閾 値 ３ ） を 経 過 し て い る 場 合 に は 、 そ の コ ン テ ン ツ が 圧 縮 さ れ
て い る か ど う か を 判 断 し （ ス テ ッ プ Ｆ ７ ０ ３ ） 、 圧 縮 さ れ て い る 場 合 に は 、 コ ン テ ン ツ 削
除 処 理 部 １ ０ ９ に よ っ て そ の コ ン テ ン ツ は 削 除 さ れ （ ス テ ッ プ Ｆ ７ ０ ４ ） 、 そ の コ ン テ ン
ツ が 圧 縮 さ れ て い な い 場 合 に は 、 コ ン テ ン ツ 圧 縮 処 理 部 １ １ ０ に よ っ て 圧 縮 さ れ る （ ス テ
ッ プ Ｆ ７ ０ ５ ） 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 表 １ の 例 で は 、 Ａ ２ の 最 新 鑑 賞 日 時 か ら 有 効 期 限 （ 閾 値 ３ ） を 経 過 し て い る 場 合 に 、 Ａ
２ が 圧 縮 さ れ て い な け れ ば 圧 縮 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 再 度 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ の 空 き 容 量 が 不 足 し た 際 な ど に 、 判 断 部 １ ０ ８ で 前 記 条 件 （ ２
） に 基 づ い た 判 断 が 行 わ れ た 場 合 に 、 Ａ ２ の 最 新 鑑 賞 日 時 が 更 新 さ れ て い な け れ ば 、 Ａ ２
は す で に 圧 縮 さ れ て い る の で 、 今 度 は 削 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 な お 、 閾 値 ３ は コ ン テ ン ツ の ジ ャ ン ル に よ っ て 変 更 す る こ と が 望 ま し い 。 こ れ は 、 ニ ュ
ー ス の よ う に 改 め て 見 直 す こ と が 少 な く 、 コ ン テ ン ツ が 新 し い こ と が 重 要 な ジ ャ ン ル に 対
し て は 短 い 有 効 期 限 で よ い の に 対 し 、 映 画 な ど の 日 時 が 経 過 し て か ら 再 度 鑑 賞 す る 可 能 性
が 高 い ジ ャ ン ル に 対 し て は 有 効 期 限 は 長 く 設 け る こ と が ユ ー ザ に と っ て 望 ま し い か ら で あ
る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 判 断 部 １ ０ ８ は 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ の 空 き 容 量 が 閾 値 １ を 下 回 っ た 場 合 に は 、 さ ら に
前 記 条 件 （ ３ ） 、 お よ び 条 件 （ ４ ） に 基 づ い て 、 コ ン テ ン ツ の 削 除 等 が 指 示 す る 。 具 体 的
に は 、 図 ８ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 す 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 判 断 部 １ ０ ８ は 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ の 空 き 容 量 が 閾 値 １ を 下 回 っ た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｆ ８ ０ １
） に は 、 コ ン テ ン ツ に 早 見 再 生 さ れ た 部 分 が あ る か ど う か を 前 記 管 理 情 報 か ら 判 断 す る （
ス テ ッ プ Ｆ ８ ０ ２ ） 。 早 見 再 生 さ れ た 部 分 が あ る 場 合 に は 、 早 見 再 生 さ れ た 部 分 が 番 組 の
本 編 か ど う か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｆ ８ ０ ３ ） 。 早 見 再 生 さ れ た 部 分 が 番 組 の 本 編 の 場 合
に は 、 早 見 再 生 さ れ た 回 数 が 閾 値 ５ よ り も 多 い か ど う か が 判 断 さ れ （ ス テ ッ プ Ｆ ８ ０ ４ ）
、 早 見 再 生 さ れ た 回 数 が 閾 値 ５ よ り も 多 け れ ば 、 コ ン テ ン ツ は 圧 縮 ま た は 削 除 さ れ る 。 ま
た 、 早 見 再 生 さ れ た 部 分 が 番 組 の 本 編 で は な い 場 合 に は 、 早 見 再 生 さ れ た 回 数 に 関 係 な く
、 コ ン テ ン ツ は 圧 縮 ま た は 削 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 例 え ば 、 閾 値 ５ の 値 が 「 ２ 」 で あ る 場 合 に は 、 表 １ の 例 で は 、 Ｂ １ の 音 楽 番 組 は 録 画 さ
れ た 時 刻 が ２ １ ： １ ０ － ２ １ ： ２ ０ で あ る 番 組 本 編 の 部 分 が ２ 回 、 ま た Ｂ ２ の 音 楽 番 組 は
録 画 さ れ た 時 刻 が ２ １ ： ０ ５ － ２ １ ： １ ５ で あ る 番 組 本 編 の 部 分 が ２ 回 早 見 再 生 さ れ て い
る の で 、 こ れ ら の 部 分 は 圧 縮 ま た は 削 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ま た 、 Ｂ １ の ２ １ ： ４ ５ － ２ １ ： ４ ６ に 録 画 さ れ た 部 分 、 お よ び Ｂ ２ の ２ １ ： ４ ５ － ２
１ ： ４ ６ に 録 画 さ れ た 部 分 は 、 番 組 本 編 以 外 の 部 分 （ 例 え ば Ｃ Ｍ ） な の で 、 こ れ ら の 部 分
は 早 見 再 生 さ れ た 回 数 に 関 係 な く 、 圧 縮 ま た は 削 除 さ れ る 。 Ｃ １ 、 お よ び Ｃ ２ の ニ ュ ー ス
番 組 も 同 様 に し て 、 削 除 ま た は 圧 縮 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 な お 、 閾 値 ５ も コ ン テ ン ツ の ジ ャ ン ル に 応 じ て 変 更 す る の が 望 ま し い 、 例 え ば ニ ュ ー ス
番 組 は 一 度 早 見 再 生 さ れ れ ば 不 要 と 判 断 で き る が 、 そ の 他 の ジ ャ ン ル （ 例 え ば 音 楽 や ド ラ
マ 等 ） の コ ン テ ン ツ は 要 否 の 判 断 が 困 難 で あ る た め に 、 閾 値 ５ は ２ 以 上 と 設 定 す る こ と が
望 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 上 記 の よ う に 、 最 新 鑑 賞 日 時 が 閾 値 ３ よ り も 新 し い コ ン テ ン ツ で あ っ て も 、 早 見 再 生 さ
れ た 回 数 に 応 じ て 、 コ ン テ ン ツ の 削 除 や 圧 縮 が 行 わ れ る 。
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【 ０ ０ ９ ０ 】
　 し た が っ て 、 例 え ば ユ ー ザ ー が 興 味 の 薄 い ア ー テ ィ ス ト が 出 演 し た こ と な ど か ら 複 数 回
に わ た り 早 見 再 生 が さ れ た コ ン テ ン ツ が 削 除 等 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ま た 、 外 部 保 存 さ れ た り 、 最 新 鑑 賞 日 時 が 有 効 期 限 を 越 え る ま で Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ に 残 し て
お く の は 望 ま し く な い コ ン テ ン ツ （ 例 え ば ニ ュ ー ス 番 組 等 ） が 早 見 再 生 が さ れ れ ば 、 削 除
や 圧 縮 が 行 わ れ 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ の 容 量 の 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 さ ら に 、 早 見 再 生 さ れ た コ ン テ ン ツ の 番 組 本 編 以 外 の 情 報 （ 例 え ば Ｃ Ｍ ） に 対 し て は 、
早 見 再 生 の 回 数 に 係 わ ら ず 削 除 や 圧 縮 が 行 わ れ る の で 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ の 容 量 の 確 保 が よ り
容 易 に な る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ま た 、 記 録 再 生 装 置 １ ０ ０ で は 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ に 記 録 さ れ て い る コ ン テ ン ツ を 他 の 記 録
媒 体 に ダ ビ ン グ （ 複 製 ） す る 際 に も コ ン テ ン ツ 管 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 判 断 部 １ ０ ８ は 、 図 ９ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 す よ う に 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ の 空 き 容 量 が 閾 値
１ を 下 回 っ た 場 合 に （ ス テ ッ プ Ｆ ９ ０ １ を 参 照 ） 、 コ ン テ ン ツ が 同 一 フ ォ ー マ ッ ト 、 か つ
同 一 ビ ッ ト レ ー ト で ダ ビ ン グ さ れ る か ど う か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｆ ９ ０ １ ） 。 コ ン テ ン
ツ が 同 一 フ ォ ー マ ッ ト 、 か つ 同 一 ビ ッ ト レ ー ト で ダ ビ ン グ さ れ る の で あ れ ば 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０
３ の 空 き 容 量 確 保 の た め 、 コ ン テ ン ツ 移 動 処 理 部 １ １ １ に 対 し て コ ン テ ン ツ の 移 動 （ ム ー
ブ ） を 指 示 す る （ ス テ ッ プ Ｆ ９ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ま た 、 異 な る フ ォ ー マ ッ ト や 同 一 フ ォ ー マ ッ ト で も 低 ビ ッ ト レ ー ト で ダ ビ ン グ す る 場 合
に は 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ に は 可 能 な 限 り 元 の コ ン テ ン ツ を 残 す の が 望 ま し い と い う 観 点 か ら 、
コ ン テ ン ツ 移 動 処 理 部 １ １ １ に よ る 移 動 で は な く 、 ダ ビ ン グ 部 １ ０ ６ に よ る 複 製 を 行 う （
Ｆ ９ ０ ４ ） 。 複 製 元 の コ ン テ ン ツ は 、 前 記 の 条 件 （ １ ） ～ （ ４ ） に 基 づ い て 、 そ の コ ン テ
ン ツ の 削 除 や 圧 縮 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 上 記 の よ う に 、 コ ン テ ン ツ が 同 一 フ ォ ー マ ッ ト 、 か つ 同 一 ビ ッ ト レ ー ト で 他 の 記 録 媒 体
に ダ ビ ン グ さ れ る 場 合 に は 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ の 容 量 の 確 保 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ま た 、 記 録 再 生 装 置 １ ０ ０ で は 、 十 分 な 空 き 容 量 を 確 保 で き て い る 場 合 に は 、 圧 縮 し た
コ ン テ ン ツ の う ち 所 定 の 条 件 を 満 た す コ ン テ ン ツ の 解 凍 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 こ の 場 合 は 、 管 理 情 報 に は 、 最 も 最 近 に 不 要 と 判 断 さ れ た コ ン テ ン ツ ま た は コ ン テ ン ツ
の 部 分 が 何 れ で あ る が 分 か る よ う に 情 報 を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 判 断 部 １ ０ ８ は 、 図 １ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 す よ う に 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ の 空 き 容 量 が 閾
値 ２ を 上 回 っ た 場 合 に （ ス テ ッ プ Ｆ １ ０ ０ １ を 参 照 ） 、 不 要 と 判 断 さ れ た コ ン テ ン ツ 、 ま
た は コ ン テ ン ツ の 部 分 の な か か ら 最 も 最 近 に 不 要 と 判 断 さ れ た コ ン テ ン ツ ま た は コ ン テ ン
ツ の 部 分 を 検 索 す る （ ス テ ッ プ Ｆ １ ０ ０ ２ ） 。 検 索 さ れ た コ ン テ ン ツ ま た は コ ン テ ン ツ の
部 分 が 既 に 圧 縮 さ れ て い る か ど う か を 判 断 し （ ス テ ッ プ Ｆ １ ０ ０ ３ ） 、 既 に 圧 縮 さ れ て い
た 場 合 に は 、 検 索 さ れ た コ ン テ ン ツ を 記 録 再 生 装 置 １ ０ ０ で 再 生 可 能 な 状 態 に 解 凍 し て 圧
縮 前 の 状 態 に 戻 す （ ス テ ッ プ Ｆ １ ０ ０ ４ ） 。 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ に 残 っ た コ ン テ ン ツ の な か で 何
れ が 最 も 最 近 に 不 要 と 判 断 さ れ た コ ン テ ン ツ ま た は コ ン テ ン ツ の 部 分 で あ る か 、 管 理 情 報
を 設 定 し 直 す （ ス テ ッ プ Ｆ １ ０ ０ ５ ） 。 こ れ ら の ス テ ッ プ に よ り 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ の 空 き 容
量 に 応 じ て 、 可 能 な 限 り 多 く の コ ン テ ン ツ が 再 生 可 能 な 状 態 で 保 存 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 装 置 で は 番 組 デ ー タ に 対 し て 行 っ た 早 見 再 生 な ど の 操 作 の 状 態 を 番 組
デ ー タ の 要 否 判 断 の 基 準 に 加 え た の で 、 本 実 施 形 態 に か か る 装 置 に よ れ ば 、 番 組 デ ー タ の
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要 否 を よ り 精 度 よ く 判 定 す る こ と が で き 、 ユ ー ザ ー に と っ て 必 要 な 番 組 デ ー タ が 削 除 さ れ
て し ま う 危 険 性 を 軽 減 で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ま た 、 単 に 番 組 デ ー タ を 削 除 す る の で は な く 、 不 要 と 判 断 さ れ た コ ン テ ン ツ （ ま た は コ
ン テ ン ツ の 部 分 ） を ま ず 圧 縮 す る の で 、 や は り ユ ー ザ ー に と っ て 必 要 な 番 組 デ ー タ が 削 除
さ れ て し ま う 危 険 性 を 軽 減 で き る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ま た 、 例 え ば 記 録 媒 体 の 使 用 済 み の 容 量 が 所 定 値 以 上 に な っ た 場 合 な ど に 、 コ ン テ ン ツ
管 理 が 自 動 的 に 行 わ れ る の で 、 ユ ー ザ ー に と っ て 負 担 と な る 空 き 領 域 確 保 の た め の 操 作 を
大 幅 に 軽 減 で き 、 容 易 に 記 記 録 媒 体 の 空 き 領 域 の 確 保 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 な お 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ に 記 録 さ れ て い る コ ン テ ン ツ の コ ン テ ン ツ 管
理 の 例 を 説 明 し た が 、 書 き 換 え 型 Ｄ Ｖ Ｄ ２ ０ ０ に 記 録 さ れ て い る コ ン テ ン ツ に つ い て も 同
様 に コ ン テ ン ツ 管 理 を 行 う よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 Ｈ Ｄ Ｄ １ ０ ３ の 容 量 が 閾 値 １ を 下 回 っ た 場 合 に コ ン テ ン ツ
管 理 を 行 う 例 を 説 明 し た が 、 一 定 周 期 ご と 、 ま た は ユ ー ザ の 指 示 に よ っ て コ ン テ ン ツ 管 理
を 行 う よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ま た 、 コ ン テ ン ツ を 圧 縮 す る こ と に よ っ て 空 き 領 域 を 確 保 す る の で は な く 、 判 断 部 １ ０
８ で 条 件 （ １ ） ～ （ ４ ） を 満 た す と 判 断 さ れ た コ ン テ ン ツ を 他 の 記 録 媒 体 （ 例 え ば 書 き 換
え 型 Ｄ Ｖ Ｄ ２ ０ ０ ） に 移 動 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ０ ６ 】
　 本 発 明 に か か る 記 録 再 生 装 置 、 お よ び コ ン テ ン ツ 管 理 方 法 は 、 ユ ー ザ ー に と っ て 必 要 な
コ ン テ ン ツ が 不 用 意 に 削 除 さ れ る 危 険 性 を 軽 減 し つ つ 、 容 易 に 記 記 録 媒 体 の 空 き 領 域 の 確
保 す る こ と が 可 能 に な る と い う 効 果 を 有 し 、 ハ ー ド デ ィ ス ク や 書 き 換 え 型 光 デ ィ ス ク 等 の
記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て い る コ ン テ ン ツ の 保 存 の 要 否 を 管 理 す る 記 録 再 生 装 置 等 と し て 有 用
で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ の 記 録 再 生 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 コ ン テ ン ツ が 再 生 さ れ た 際 の 管 理 情 報 の 更 新 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 コ ン テ ン ツ が 早 見 再 生 さ れ た 際 の 管 理 情 報 の 更 新 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 図 ４ 】 コ ン テ ン ツ が ダ ビ ン グ さ れ た 際 の 管 理 情 報 の 更 新 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 図 ５ 】 閾 値 の 設 定 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 他 の 記 録 媒 体 に ダ ビ ン グ さ れ た コ ン テ ン ツ に 対 し て 行 わ れ る コ ン テ ン ツ 管 理 の 動
作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 コ ン テ ン ツ の 最 新 鑑 賞 日 時 に 基 づ い て 行 わ れ る コ ン テ ン ツ 管 理 の 動 作 を 示 す フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 コ ン テ ン ツ の 早 見 再 生 の 回 数 に 基 づ い て 行 わ れ る コ ン テ ン ツ 管 理 の 動 作 を 示 す フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 コ ン テ ン ツ を 他 の 記 録 媒 体 に ダ ビ ン グ す る 際 に 行 わ れ る コ ン テ ン ツ 管 理 の 動 作 を
示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 圧 縮 さ れ た コ ン テ ン ツ を 圧 縮 前 の 状 態 に 戻 す 場 合 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ８ 】
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　 　 　 　 １ ０ ０ 　 　 　 記 録 再 生 装 置
　 　 　 　 １ ０ １ 　 　 　 ア ン テ ナ
　 　 　 　 １ ０ ２ 　 　 　 チ ュ ー ナ ー
　 　 　 　 １ ０ ３ 　 　 　 Ｈ Ｄ Ｄ
　 　 　 　 １ ０ ４ 　 　 　 記 録 部
　 　 　 　 １ ０ ５ 　 　 　 再 生 部
　 　 　 　 １ ０ ６ 　 　 　 ダ ビ ン グ 部
　 　 　 　 １ ０ ７ 　 　 　 閾 値 格 納 部
　 　 　 　 １ ０ ８ 　 　 　 判 断 部
　 　 　 　 １ ０ ９ 　 　 　 コ ン テ ン ツ 削 除 処 理 部
　 　 　 　 １ １ ０ 　 　 　 コ ン テ ン ツ 圧 縮 処 理 部
　 　 　 　 １ １ １ 　 　 　 コ ン テ ン ツ 移 動 処 理 部
　 　 　 　 １ １ ２ 　 　 　 コ ン テ ン ツ 解 凍 処 理 部
　 　 　 　 １ １ ３ 　 　 　 管 理 情 報 更 新 部
　 　 　 　 ２ ０ ０ 　 　 　 書 き 換 え 型 Ｄ Ｖ Ｄ
　 　 　 　 ３ ０ １ 　 　 　 ス ピ ー カ
　 　 　 　 ３ ０ ２ 　 　 　 デ ィ ス プ レ イ
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(19) JP 2006-286060 A 2006.10.19



フロントページの続き

(74)代理人  100115691
            弁理士　藤田　篤史
(74)代理人  100117581
            弁理士　二宮　克也
(74)代理人  100117710
            弁理士　原田　智雄
(74)代理人  100121728
            弁理士　井関　勝守
(72)発明者  木原　雅人
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電器産業株式会社内
(72)発明者  谷川　裕二
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電器産業株式会社内
(72)発明者  藪田　聡
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電器産業株式会社内
Ｆターム(参考) 5B082 CA01  CA05  CA08  CA14  GA01 
　　　　 　　  5C052 AA01  AB02  AC08  DD04  EE02  EE03 
　　　　 　　  5D044 AB05  AB07  BC01  BC04  CC04  DE12  DE17  DE49  GK08  GK12 
　　　　 　　        HL09 
　　　　 　　  5D110 AA12  AA26  AA28  BB01  CA33  CB06  CD26  CE11  CK21  DA04 
　　　　 　　        DA12  DA15  DE08 

(20) JP 2006-286060 A 2006.10.19


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

